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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本の歴史のなかで女性の周縁化（地位の劣化）が進

行していく過程を、女性の身体に対する認識の歴史的変化に着目しつつ、医学・衛生・宗

教・地域・出産/月経という主として五つの側面から検討を加えた。伝統的医学と近代医学

それぞれの女性身体観、近代衛生政策における女性役割の位置づけ、仏教と神道の女性認

識の変遷、血穢などに対する地域社会の対応の形成等について明らかにしえた。 

 
 
研究成果の概要（英文）：The present study investigated historical changes in the awareness of the 
female body during the process of marginalization (deterioration in socialstatus) of women in 
Japan’s history focusing on five main aspects:medicine, sanitation, religion, geography, and 
childbirth / menstruation.Perspectives on the female body in traditional and modern medicine, the 
significance of women’s roles in modern health policies, transitions in the recognition of women in 
Buddhism and Shinto, and the formation of community responses to impurity associated with 
bleeding were clarified. 
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１．研究開始当初の背景 

男女共同参画社会が提唱され、また女性の

社会進出が著しく進む現代社会においてな

お、様々な形で女性に対する差別と排除が存

在する。日本におけるその象徴的な事例のひ

とつが「女人禁制」の残存で、日本の「文化

的伝統」であるという言説のもとに宗教的な

場や、国技たる大相撲の土俵でも許容されて

いる。 

 その背景には女性身体を穢れたものとし

て特種視し、排除しようとする意識の形成が

指摘されてきたが、日本史研究の現段階で

は、男女の生理的・身体的差異のうち、女性

の出産や月経を伴う身体性が、当該社会条件

の変動の中でどのように作用して、近現代に

至るまでの女性の周縁化（地位の劣化）に繋

がったかという問題は、理論的に明らかにな

っているとは言い難い。この問題を多様な角

度から分析することによって、真の男女共生

社会の実現を果たすために寄与すべく、学際

的共同研究を組織した。 

 

２．研究の目的 
「穢れ」の問題については、かつて中世史

研究のなかで、触穢思想が平安初期に大陸か

ら先進思想として輸入され、それが部落差別

に結びついたことが指摘されたが、なぜ触穢

思想が受容されたのか、女人禁制へと帰結し

たのかという点は検討されてこなかった。 

 これらの問題について分担研究者の脇田

晴子が、中国・韓国から渡来した触穢思想は、

日本の一定度の社会的発展により受容基盤

が熟した平安初期、未熟な段階の衛生思想と

して都の貴族層に受け入れられたと推論す

ることによって新たな論点を示した。当時疫

病は怨霊（御霊）化した疫病神の祟りと考え

られていたが、同時に死体や血液が疫病を媒

介することを経験的に気づいており、「血穢」

「死穢」を忌避した。そして人間が避けるこ

とのできない生老病死の現象を「穢れ」とし、

出産や月経で体内から出血する女性に責任

を負わせ、死体を「死穢」に染むものとして

弱者である被差別民におしつけたとみる。触

穢思想は南北朝期に一定の普及をみせ、戦国

期には解放の動きと農村への普及の動きと

が交錯する。触穢思想とそこから生まれた女

人禁制が一般民衆世界にまで広範に定着す

るのは、江戸中期と推論した。 

 日本近世史研究の側からも、例えば研究分

担者の梅澤（宮崎）ふみ子は、恐山に女性が

落ちる「血の池地獄」の成立を江戸中期と指

摘する。ただし、成立の契機には観光化と寺

院経営の問題が関わっていた。また、江戸中

期といえば臨床を重視する親試実験主義の

日本医学が確立し、庶民レベルに至るまで医

療が普及していく時代であり、博物学が流行

する時代でもある。 

 このようにみていくと、女性の周縁化を象

徴する女人禁制の成立と展開には、穢れや衛

生思想といったおおもとの枠を越え、各時代

ごとに様々なファクターが作用していたこ

とが想定される。これらのファクターを分析

することにより、女性の周縁化をもたらした

メカニズムを明らかにすることをめざした。 

 

３．研究の方法 
研究分担者・連携研究者の専門領域は医

学・歴史学・人類学・民俗学・哲学・比較文

化学など多岐にわたる。したがって、個別研

究をそれぞれの学問領域の方法論で各自進

行させながら、全体としては以下の形で共同

研究を行った。 

（１）アンケート調査 

  初年度に、疾病・出産・葬送・祭礼に関す

る習俗について、アンケート調査を行った。

この調査結果は現地調査先選定の参考資料

とした。 



 

 

（２）現地調査 

 各地の現地研究者の協力を得て、沖縄・九

州・山陽・山陰・北陸・近畿・中部・関東・

東北・北海道の、女性に関わる様々な習俗の

事例や聖地を調査した。調査にあたっては地

元の方々への聞き取りや、地方史研究者など

との学術交流も行った。 

（３）研究会 

 研究分担者・連携研究者・ゲストスピーカ

ーによる研究報告会を重ね、感染症・出産・

宗教・祭礼といった側面から、女性の地位や

身体へのまなざしの実態と変遷を中心に、広

く討議をすすめた。 

 

４．研究成果 

研究成果はこれまでも随時「科研ニューズ

レター」（１～１５号）を発行してホームペ

ージ上で公開してきたが、最終年度に成果論

集を作成し、全体の議論の集約を行った。 

 成果論集は以下のような構成である。 

（１）感染症へのまなざし 

 前近代の日本医学や中国医学の分析を通

じて、前近代社会においては感染症の疫学的

性格に性差が強調されたことを明らかにし

た。 

（２）衛生と近代社会 

 近代社会に入って衛生という概念が持ち

込まれ広められていくなかで、従来の清潔観

が変質するとともに、女性が衛生対策の担い

手としての役目を担わされ、男性以上に衛生

規範に絡め取られていく状況を明らかにし

た。 

（３）女性と宗教 

 宗教的女人罪業観は中世仏教では希薄で、

むしろ近世宗教が性や生殖を不浄視するよ

うになる。これを否定したのが幕末の新興宗

教であった。これらのことを史料に基づいて

実証的に示した。 

（４）地域と宗教 

 「聖都」伊勢では、日常生活で避けられな

い生老病死に伴う穢れに対し、生活機能への

影響を最小限に留めて対応するため、様々な

方便が存在したことを明らかにした。また、

近代の地域社会における産土社の機能につ

いて、個別事例を蓄積した。 

（５）女性と身体 

 出産の際の白屏風などが象徴する「白」と

いう色が、出産の不浄性の象徴ではなく、魔

除けの色であったことを明らかにした。ま

た、現代社会では月経をはじめとする女性の

身体性が、女性自身の側から自己のアイデン

ティティと深く結びつけようとする動きが

現れていることを指摘した。 

 上記の成果論集の他に、一般の人びとを対

象に研究内容をわかりやすく解説したショ

ートムービーを作成した。ただし、これは画

像資料に著作権の問題があるため、成果公表

の方法の試みとして関連研究者に CD の形で

配布するに留めた。 

 今後は上記の成果を韓国や中国の状況と比

較することによって、日本の特殊性と普遍性

を明らかにしていく研究を展開させていく

必要があるだろう。 
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